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for ASEAN and East Asia）

(東アジア・ASEAN経済研究センター)

成長著しいアジア
（ASEAN・インド等）と日本
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Developing Asia：各国・地域のGDPの比較
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2018-2022のGDP成長率の推移
(ASEAN, India, US, EU, Japan, & China)

Developing Asia：GDP成長率

（出典）: Worldbank & ASEANStats
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ASEAN経済は日本を上回る規模に

3

• IMFの見通しによると、2025年にASEANの名目GDPは4兆3,830億ドルに達し、日本を上回る
見通し。

• 2025年時点では米国、中国、EUに次いで、インド（4兆3,400億ドル）と並ぶ経済規模となる。
• しかし経済統合・市場統合が十分に進展しなければ、東南アジア地域の中～小規模国が10カ国
集まっている状態にすぎない、という指摘もある。
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Developing Asia：人口構成

インドネシア
10代後半が人口のボリューム

日本
50代前半が人口のボリューム

（出典）United Nations, Department of Economic and Social Affairs, 
Population Division. World Population Prospects: The 2022 Revision、他

インド
20代前半が人口のボリューム
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貿易動向（主な貿易パートナー）

• ASEANの貿易総額に占めるシェアでみると、中国・米国のシェアが１０年で急拡大。
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世界の投資を誘引するASEAN

• 世界の対内直接投資のなかで、ASEANのシェアは高まっている
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世界からASEANへの直接投資（Inward FDI）

• 2023年のASEANへの外国直接投資受入額は0.3%増の2,298億ドル。
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ASEAN各国の対内直接投資残高（UNCTAD）

• ASEAN各国への直接投資残高をみると、2013年～2023年の間では、すべての国で右肩
 上がりとなっている。

• 地域内の金融ハブであるシンガポールへの残高が格別に大きいほか、ベトナムの増加が著しい。
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【参考】  中国企業のASEANへの生産拠点設置が拡大（2023年）

• コロナ中から進んでいた中国企業のASEAN進出は、2023年になって更に拡大傾向にある。
• タイでの生産品目はプリント回路基板(PCB)やEV・電池関連等が多い。主に米国向け輸出が

 念頭にある。
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日本の直接投資フロー（日本銀行）

• 日本の対ASEAN直接投資（ネット、フロー）は、対中国を上回る水準で推移。
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日本の直接投資収益（日本銀行）

• 日本のASEANからの直接投資収益は4兆5,400億円。世界全体の17%を占める。
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日本の直接投資残高（日本銀行）
• 日本の対外直接投資残高をみると、アジア太平洋地域(APAC)は北米・欧州を超える最大の

 投資先。
• なかでもASEANへの投資拡大が継続。シンガポール、タイへの残高が多い。国によって業種に

 濃淡がある。
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日本の直接投資残高（日本銀行）
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ASEAN各国の産業上の注目ポイント
• タイをはじめ、脱炭素、EV、消費市場などが注目点。
• 資源輸出を制限して、自国での付加価値化を高めようとする動きがみられる。
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東南アジアのテック系スタートアップへの投資
• 2022年中の東南アジア域内のテック系スタートアップへの投資額は929件、新型コロナ以前の
    水準を保っている。
• 地域別の比較ではインドに次ぐ市場。2022年のテック投資は、2017～20年の平均を上回って

 いる。



Developing Asia：スタートアップ

（出所）左：State of the ASEAN Technology Ecosystem Report H1 CY2023 (January Capital)、 2023 年上半期スタートアップ調達トレンド (INITIAL)をIMF 
Domestic Currency per U.S. Dollar, Period AverageでUSD換算、The Complete List Of Unicorn Companies (CB Insights)、右：Crunchbaseより集計、各社プ
レスリリース等参照
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日本とASEANの関係の変化



FPCI*-ERIA 調査結果 2024: 各国への見方の特色と傾向

Limited 
influence but a 
credible partner 
for the Global 

South
影響力は限られてい
るが、グローバルサウ
スにとって信頼できる

パートナー

The most 
beneficial 
economic 

partner but the 
least trustworthy
最も有益な経済パー
トナーだが、最も信頼

できない

A reliable partner 
in times of crisis 
危機の際のASEANの
信頼できるパートナー

The most 
trustworthy but 
not so relevant 

for future
最も信頼できるが、将
来的には適切なパー
トナーではない

ASEANの周辺対話国への期待（１）

* FPCI(Foreign Policy Community of Indonesia)：インドネシアにおける主要な独立系の外交政策シンクタンク
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Strong 
influence in 
Soft-Power

ソフトパワーにおける
強い影響力



ASEANからの期待

分野 中国 インド 日本 米国 韓国

信頼性
(Trustworthine

ss)
10.45% 1.53% 41.43% 10.65% 3.11%

ソフトパワーの
影響

(Soft-power 
influence)

26.04% 2.71% 19.43% 16.77% 19.58%

経済成長の有
益なパートナー

(A good 
partner for 
economic 
growth)

43.93% 2.66% 14.99% 18.15% 4.04%

• 日本は依然として ASEAN諸国にとって最も信頼性の高い国だが、経済成長の有益なパートナーとは見られていない
• 中国は ASEAN 諸国との経済協力で主導的な役割を担うようになっているが、依然として信頼性が低い
• 韓国は ASEAN でより影響力を高めるため、ソフトパワーを一層活用している

ASEANの周辺対話国への期待 (2)
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ERIA（東アジア・ASEAN経済研究センター）の概要
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3rd  ERIA’s Extraordinary Governing Board Meeting, Feb 2024

メンバー国：１６カ国

ASEAN1０カ国＋日本、インド、豪、NZ、中国、韓国

理事会議長：ラモン・ロペス・元フィリピン貿易産業大臣
日本理事：榊原定征・元経団連会長

事務局

事務総長:渡辺哲也 ※職員166名(2024年10月)

• ASEAN各国と域外パートナー国との協力・連携を進め、政策研究・提言を行う
国際機関（「東アジア版OECD」）

• 日本が主導し、東アジア各国首脳の合意に基づき2008年6月に設立



ERIAの主要活動分野
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• 各国の研究機関、政府、産業界と連携し、経済・エネルギー、デジタル、ヘルスケア、
環境、 農業などの領域において調査・研究、政策提言を実施。

• 産官学の政策対話の場も提供。



これまでの成果
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 ERIA Discussion Paper : 538
 ERIA Research Project Reports: 300
 ERIA Books : 78
 商業出版：Routledge publication 

on all topics : ２7冊
 学術雑誌・書籍への投稿・掲載
 国際会議での発表・報告：

East Asian Economic Association (EAEA)年次大会への参加。

●研究プロジェクト

木村 福成
Senior Research 
Fellow

浦田 秀次郎
Senior Research 
Fellow

●出版物（2024年11月現在）



AZEC（アジア・ゼロエミッション共同体）
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ERIA-アジア・ゼロエミッションセンター
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• アジア・ゼロエミッションセンターは、知見の共有、政策やプロジェクトに関する調査の実施、
多様なステークホルダーとの対話の推進を通じて、AZECパートナー国におけるエネルギー移行
の促進及び脱炭素化に向けたビジョン、ロードマップ、政策の策定を支援するためのプラット
フォームとして機能していく



Establishment of E-DISC
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ERIA Serves as Knowledge Partner for Digital Economy 
Framework Agreement (DEFA) Negotiations
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ASEAN Startup Ecosystem

27



One ASEAN Startup Award
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Supply Chain Digitalization
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Milestone of Supply Chain Digitalization Project

30



ERIA School of Government
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Mission and Goals:

Four Pillars of ERIA School of Government:

ERIA School of 
Government

ERIA Fellowship
The ERIA 
Executive 
Training

ERIA Leadership 
Forum/Dialogue

Southeast Asian 
Institutional 

Memory Project



ERIA School of Government
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ERIA School of Government
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